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1．本論の目的と背景
（1）目的
　本論では、子どもが美術作品の鑑賞をもとに物語を創作し、物語の場面を描いて絵本を制
作するワークショップを通し、鑑賞と表現を相互に行き来し深め合う活動について考察する。
現行の『学習指導要領』では、「表現」と「鑑賞」が並記されており「表現と鑑賞はそれぞ
れに独立して働くものではなく、お互いに働きかけたり、働きかけられたりしながら、一体
的に補い合って高まっていく活動である」1 と解説されている。しかし、「鑑賞」の目標が、
第1学年及び第2学年では「（3）身の回りの作品などから、面白さや楽しさを感じ取るよう
にする」、第3学年及び第4学年では「（3）身近にある作品などから、よさや面白さを感じ取
るようにする」と示されていることから、自分自身や友達の作品を見て話し合い、制作に生
かす実践が多く報告されている。一方で、「各学年の ｢B鑑賞｣ の指導に当たっては、児童
や学校の実態に応じて、地域の美術館などを利用したり、連携を図ったりすること」2 と美
術館での鑑賞が推奨されており、美術作品を効果的に活用することが期待されている。優れ
た美術作品に幼少期から触れることは、生涯にわたる美術との関わりの基盤となるものであ
り 3、現行の『学習指導要領』の改訂に先立ち、中央教育審議会が、図画工作科、美術科、
芸術科（美術、工芸）の改善の基本方針の1つとして「生活の中の造形や美術の働き、美術
文化に関心をもって、生涯にわたり主体的にかかわっていく態度をはぐくむことなどを重視
1. 文部科学省：『小学校学習指導要領解説（図画工作編）』，2008年，10頁．
2. 文部科学省：前掲書1，81頁．
3. 岡山万里・高橋敏之：「大原美術館における幼児のための鑑賞プログラム」，『大学美術教育学
会誌』第41号，2009年，78頁．
58
する」4と答申したことにも整合する。そこで、本論では、美術作品の鑑賞と子どもの表現が
相互に関わり合い深め合う活動について考察する。
（2）背景
　筆者はこれまで、幼児期における美術鑑賞について研究してきた。その過程において、幼
児の鑑賞を支援する方法として、言語表現、造形表現など他の表現形態への転換が有効であ
ることを明らかにした5。言語表現には、大人と対話しながら気付きや思いを言葉に表すこ
とで鑑賞を進める「対話による鑑賞」や「お話作り」がある。造形表現には、美術作品を見
て想像的に「模写」したり「模刻」するなどの活動がある。本論では、これまでの研究成果
を発展させ、言語表現への転換である「お話作り」と、造形表現への転換である「模写」の
要素を取り入れながら、子どもの想像をもとにした描画を行うことで、「鑑賞」と「表現」
の相互作用を企図した。なお、製本を行うため、対象は小学校低学年までの親子に拡げたが、
事例とするワークショップは、参加者を公募しており厳密な年齢制限を設けていない。その
ため、参加者には第3学年も含まれている。小学校前期としての低学年と捉える。
2．ワークショップの概要
（1）開催・運営の概要
　事例とする絵本制作ワークショップの概要を述べておこう。本ワークショップは、大原美
術館とクラレテクノ株式会社、及び各開催会場の協働により、2010年から2014年にかけて、
岡山県内の公共施設で全15回開催された。全体の企画運営、広報等をクラレテクノ株式会
社が担い、内容の企画運営、講師等を大原美術館が担当した。各開催会場は、事前受付など
参加者に直接関わる手続きや当日運営を担当した。参加者は、一般公募によるもので、平均
すると1回に親子約10組（子ども約12名）の参加があった。当日スタッフは、クラレテク
ノ株式会社より全体統括、司会、講師補助として2 〜 3名、大原美術館より講師として1名、
開催会場より受付、講師補助として2 〜 3名が関わった。全15回の開催一覧を表1に示す。
4. 中央教育審議会：『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善について（答申）』，2008年，97頁．
5. 以下にて報告してきた。①岡山万里・高橋敏之：「大原美術館における対話による幼児のため
の絵画鑑賞プログラム」，『美術教育学』第30号，美術科教育学会，2009年．②岡山万里・高
橋敏之：「大原美術館における幼児のための彫刻鑑賞プログラム」，『美術教育』第292号，日
本美術教育学会，2009年．③岡山万里・高橋敏之：「大原美術館における「お話作り」による
幼児のための絵画鑑賞プログラム」，『美術教育学』第31号，美術科教育学会，2010年，④岡
山万里・高橋敏之：「大原美術館における模写による幼児のための絵画鑑賞プログラム」，『美
術教育』第293号，日本美術教育学会，2010年．
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（2）内容・進行の概要
　表2に示す通り、初めに、複製画を用い対話型鑑賞を行う。対話型鑑賞では、講師（ファ
シリテーター）と参加者が、作品について対話しながら鑑賞する。講師は「何が描いてある
かな」「なぜそう思うのかな」などと問いかけながら受容的に応答し、参加者が主体的に作
品鑑賞できるよう支援する。講師の発問により、子どもは、画中の内容物やそれらから受け
る印象、使われている色彩、形など、自ら気付いたことを発言する。次に、対話型鑑賞の中
での気付きや感想、想像をもとに、物語を創作する。受付時に引いたくじをもとに順番を決
め、1人ひとりが順に1場面を創作し1つの物語につなげる。講師は、子どもの言葉をでき
表1：開催一覧
日　　時 会　　場 鑑賞した作品 参 加 者
2010年
７月24日（土）
9：30〜14：00
岡山県生涯学習センター セガンティーニ 《アルプスの真昼》
12組
子ども15名
８月25日（水）
9：30〜14：00
岡山市灘崎文化センター セガンティーニ 《アルプスの真昼》
11組
子ども14名
2011年
７月３日（日）
9：30〜14：00
岡山県生涯学習センター モネ 《積みわら》
11組
子ども13名
７月24日（日）
13：00〜16：00
倉敷市庄公民館 セガンティーニ 《アルプスの真昼》
７組
子ども10名
８月６日（土）
9：30〜14：00
岡山市灘崎文化センター モネ 《積みわら》
11組
子ども15名
2012年
７月21日（土）
10：00〜15：00
岡山県生涯学習センター 児島虎次郎 《睡れる幼きモデル》
６組
子ども９名
８月４日（土）
10：00〜15：00
倉敷市児島文化センター セガンティーニ 《アルプスの真昼》
12組
子ども13名
８月18日（土）
10：00〜15：00
岡山市勤労者福祉センター 児島虎次郎 《睡れる幼きモデル》
５組
子ども９名
2013年
７月25日（木）
10：00〜15：00
倉敷市環境交流スクエア
（水島愛あいサロン）
児島虎次郎 《ベゴニアの畠》
８組
子ども13名
８月８日（木）
10：00〜15：00
倉敷市児島図書館
（文化センター）
児島虎次郎 《ベゴニアの畠》
10組
子ども11名
８月11日（日）
10：00〜15：00
岡山市勤労者福祉センター 児島虎次郎 《ベゴニアの畠》
11組
子ども13名
2014年
８月１日（金）
10：00〜15：00
倉敷市環境交流スクエア
（水島愛あいサロン）
モネ 《睡蓮》
14組
子ども15名
８月16日（土）
10：00〜15：00
岡山市灘崎文化センター モネ 《睡蓮》
９組
子ども12名
８月21日（木）
10：00〜15：00
倉敷市児島図書館
（文化センター）
モネ 《睡蓮》
６組
子ども８名
８月30日（土）
10：00〜15：00
岡山市勤労者福祉センター モネ 《睡蓮》
９組
子ども12名
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るだけ忠実に書き留める。すぐに発言できない場合は、複製画を再度よく見ることを促し、
対話型鑑賞で気付いたことなどを思い出せるよう言葉かけする。緊張せず自由に想像できる
よう配慮する。1つの物語ができたら、子どもは自分が創作した場面をそれぞれ描画する。
画材は、クレヨン、パス、色鉛筆から日頃使い慣れているものを使用する。複製画は常時設
置しておき、描画しながら参照できるようにする。講師は、複製画を参照することを推奨す
る言葉かけをする。描画が完成したら預かり、参加人数分のカラーコピーを取る。最後に、
子どもは保護者と共にカラーコピーを合紙製本し、物語（文字）を記入し絵本を完成させる。
（3）鑑賞作品の選択
　鑑賞する作品の選択は、次の基準からなされている。（1）色彩が鮮やかであるもの、（2）人、
動物、自然など、子どもが日常の中で親しみを持っているものが描かれているもの、（3）宗教 
画などのように原作品に既存の物語がないもの、の3つである。これは、美術館に展示され
ている作品の中から、子ども自ら作品を選び鑑賞しながら物語を作る活動を行う際、子ども
表2：実施手順
時間 子どもの活動 保護者の活動 講師の動き・配慮点など
10：00 ○挨拶と導入 ・美術館と作品（複製画）の紹介をする。
10：05 ○作品を見る
（15分）
・講師の発問に答えなが
ら作品をよく見る。
・子どもの活動を見守る。
・対話型鑑賞により、子どもが作品をよ
く見ることができるように、鑑賞を進
める。
10：20 ○物語を作る
（30分） ・物語の作り方を知る。 ・物語の作り方を知る。
・１人ずつ言葉や文を発言しながら、１
つの物語を作ることを伝える。
・物語を作る。 ・子どもの活動を見守る。
・子どもの言葉や文を拾いながら、物語
作りを進め、書き留めていく。
10：50 ○描く場面を確認する
・自分が発言した場面を思い出せるよう
にし、描く場面の担当を決める。
（10分）
11：00 ○絵を描く
（60分）
・担当場面（見開き頁に
該当）の絵を描く。
・子どもの活動を見守る。 ・活動を見守り、適宜助言する。
12：00 ○休憩 ・子どもが描いた絵を、参加人数分カラー
コピーする。（60分） ・休憩する。 ・休憩する。
13：00 ○絵本を作る
（120分） ・製本する。 ・製本する。 ・合紙製本を指導する。
・文章を書く。 （保護者が書いてもよい）
15：00 ○まとめと挨拶
61
鑑賞と表現をつなぐ図画工作の指導法
―小学校低学年までの親子を対象とした絵本制作ワークショップの試みから―
が好んで選ぶ作品に照合したもので
ある 6。ワークショップは、美術館
外で行うため、複製画を使用する。
絵葉書やポスターのように紙に印刷
されたものではなく、特殊な印刷技
法によりキャンバスに印刷された複
製画を使用し、原作品に近い質感や
量感を感じられるよう配慮した。次
の項目から、図1に示すモネ『睡蓮』
の鑑賞をもとに、絵本を制作した事
例を見てみよう。
3．ワークショップの実際
（1）絵本作品1：題名「影の木の池で」
①物語の特徴
　絵本作品1の物語には、モネ『睡蓮』に描かれているものが、忠実に登場する。下線で示
した「花」「波」「葉っぱ」「水」などである。水面が波立っていると解釈するかどうかは議
論の分かれるところだが、モネの筆触が、子どもに波を想起させるであろうことは容易に想
像できる。また、画中に描かれているものは、花、葉っぱなどのように直接描かれているも
のばかりではない。水面に映る「木」「空」「虹」までも、子どもは発見し物語に取り入れて
いる。「水や花はもちろんのこと、そこに映る空や雲の影、樹の葉の反射、微妙な風のそよ
ぎとそれによる水面の変化、そして何よりも、刻々と変わって行く光の効果」7が描かれてい
る『睡蓮』の特徴を、的確に捉えている。水面に映る樹木は「影の木」となり、この物語を
印象深いものにしている。そして、「映る」という現象そのものを発展させ、物語の時間の
経過に伴い月を登場させ、「月が出て、池に月が映りました」としている。
　物語には、「小鳥」「カエル」「オタマジャクシ」「カタツムリ」などの生き物が登場してい
る。これらは、作品に描かれていないが、水の中や池の周囲に棲む生き物として想像されて
いる。『睡蓮』を見て5 〜 6歳の幼児が物語を作る時、カエルを中心に様々な生き物を想像
することを、筆者は既に報告しているが8、ここにもその傾向を見ることができる。
図1：モネ『睡蓮』
6. 岡山・高橋：前掲著5-③，153頁．
7. 高階秀爾/監修・高階秀爾/著：『大原美術館名作選155』，財団法人大原美術館，2004年，27頁．
8. 大原美術館における1993年から2006年までの実績では、モネ『睡蓮』を見て作った物語16
話のうち15話に「カエル」が登場している。岡山・高橋：前掲著5-③，154頁．
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ある所に、綺麗なお花が咲いていました。風にのっ
て動いたり、下の魚が泳いだりしたら、その波に連
られて動いたりしました。木に小鳥が留まったら、
小鳥のさえずりが聞こえます。　　　　（小2女児）
1 5
2 6
3 7
4 8
お花たちは、朝起きたら、「おはよう」とか「今日
も1日素敵な日にしようね」とおしゃべりをして、
風が吹いたらゆらゆら踊ったりします。（小1女児）
雨が降ってきたので、カエルが喜んで、いっぱい出
てきました。そして、「遊ぼう」と言って、お花た
ちは喜んで遊びました。　　　　　　　（小3男児）
カタツムリが、葉っぱの陰から出てきて「入れて」
と言って、仲間に入れてもらいました。（小3男児）
オタマジャクシたちがカエルたちと遊んでいると、
お花たちが「かくれんぼしようよ」と言って、「僕
たちが鬼をするよ」「みんな見つけるよ」と言って、
探し始めました。水の中にオタマジャクシがいて、
みんな見つけました。　　　　　　　　（小3女児）
みんなは遊び疲れて眠ってしまいました。影の木が
空を見ていたら虹が出ていました。　　（小2女児）
夜になりました。月が出て、池に月が映りました。
（小２女児）
朝になりました。みんなは、葉っぱのふとんから起
きて、いろんな生き物たちが出てきました。花のつ
ぼみも咲いて、新しい朝が始まりました。お花たち
は、朝の歌を歌いました。そして、「いい1日にし
よう」と言いました。　　　　　　　　（年長男児）
絵本作品1：題名「影の木の池で」（全15場面の一部）
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②描画の特徴
　物語が、池のみならず池のほとりにある樹木を含む周囲の空間を交えて展開されているの
と同様に、子どもが描いた絵にも、池の水面だけでなく周囲の空間が描かれている。
　この活動において、子どもが描画をする際、想像画の要素と模写の要素が含まれている。
子どもが「何が」物語に登場しているかを考え描く時、想像画として描くこととなる。絵本
作品1では、特に3から5枚目に見ることができる。カエル、オタマジャクシ、カタツムリ
など、作品には描かれていない生き物を描くため、自らの中に蓄積された概念に拠って描こ
うとしたと推測できる。また、それに伴い睡蓮の花や葉も、モネが筆触のみで描いたように
ではなく、多数の花びらや2つに割れた葉という概念のもとに描かれている。一方で、「ど
のように」作品が描かれているかを考える時、模写の要素が現れる。それは画中に描かれて
いる水面を描く時に強く現れる。水面の色彩を表現しようとする混色や、水に浮かぶ睡蓮の
株の配置などに、作品（複製画）を参照しながら描いたことが窺われる。
（2）絵本作品2：題名「魔法の池」
①物語の特徴
　絵本作品1でも述べた通り、モネ『睡蓮』を見て、子どもが様々な生き物を想起するのは
一般的なことであるが、絵本作品2の物語の展開は、『睡蓮』から受ける穏やかな印象から
離れているように受け止められる。子どもが想像を巡らせるうち、彼ら独自の想像世界へと
向かっていったと推測できる。
　カエルはパーティーをしており、さらに川の中で競争をしているとされている。子どもが
モネ『睡蓮』を見る時、描かれた水面が、海なのか、川なのか、池なのかなどと議論される
ことがしばしばある。物語作りを始める前の対話による鑑賞の際にも、このことは議論され
ており、この場面を考えた子どもは、この水面が「川」であると解釈していたのだろう。し
かし、次の場面を考えた子どもは、川ではなく池であると解釈していたと思われる。早くも
「池」に修正している。さらに「この魔法の池に」と述べたことが、その後の物語の展開に
影響する。終盤、お腹を割かれたコイが死んでしまい困っているザリガニを、ただ1つだけ
の白い花が魔法で生き返らせるという展開になっている。作品をよく見ると、確かにピンク
や黄色の睡蓮の花の中に、1つだけ白で描かれた花がある。子どもは、作品を詳細に観察し
ながら、想像を膨らませ物語を作っていると言える。
②描画の特徴
　物語の展開は空想的であるが、描画は作品に忠実である要素を多く含んでいる。どの描画
にも、水と睡蓮の表現が見られる。特に睡蓮は概念で描かれたものではなく、作品の観察に
基づきながら描かれたものと思われる。3枚目の描画は、生き物は概念で描かれており、メ
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ある所に、カエルたちがいました。カエルたちは、
楽しく遊んでいました。パーティーをしていました。
（年長女児）
カエルたちは、泳いで競争をしていました。長い川
の中で、競争をしていました。　　　　（小1女児）
するとそこへ、メダカがやって来ました。メダカは
2週間歩いて、やっとその魔法の池にたどり着いた
のです。そこで、カエルやコイが楽しく遊んでいた
ので、「僕も入れてよ」と言いました。　（小2女児）
その時、カエルがコイに食べられてしまいました。
（年少女児）
アメンボウは、カエルがコイに食べられたのを見て、
やって来ました。そして、コイのお腹にいるカエル
に向かって、「大丈夫？」と聞きました。（小3女児）
困っていると、ザリガニがやって来て、はさみでちょ
きちょき、コイのお腹を切って、カエルを助けまし
た。	 （小1男児）
コイは死んじゃって、「どうしよう」と、またみん
な大変になりました。「ザリガニさん、どうする？」
と聞きました。「僕もわからないよ。どうしよう」
（小1男児）
ここは、魔法の池です。たくさんのお花の中に、1
つだけ白いお花がありました。そのお花が魔法のお
花です。その白いお花が、コイを助けました。
（小1女児）
1 5
2 6
3 7
4 8
絵本作品2：題名「魔法の池」（全12場面の一部）
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ダカが立っているなど擬人化されている。しかし、魚とカエルがいる池に咲く睡蓮の株の配
置は作品のままである。その他の場面でも、生き物の周囲に必ず睡蓮の花や葉が描かれてお
り、しかも株として群生する睡蓮が描かれている。この表現は、概念だけで描いた場合は現
れないものと思われ、子どもが、あくまでモネ『睡蓮』を見ながら、想像世界を広げている
ことが分かる。また、水の表現にも、混色の工夫が見られる。このワークショップでは、描
画のための材料はクレヨン、パス、色鉛筆の中から日頃使い慣れているものを、参加者が持
参している。絵の具は使用できないため、作品と類似する色彩を再現するには困難がある。
しかし、絵本作品2を見ると、色を塗り重ねるなど、彼らなりにモネの表現を真似ようと試
みた様子が分かる。モネが描いた水面の下で繰り広げられている世界を描こうとしている。
4．考察
（1）鑑賞と表現をつなぐ手立て
　事例を通じ言えるのは、鑑賞と表現をつなぐ手立てとなったのは、「絵本制作のために物
語を作る」ことであり、「絵本制作のために絵を描く」ことである。活動の第一段階である「作
品を見る」活動（対話型鑑賞）では、美術作品への気付きや感想を言語化しながら意識化さ
せた。次に「物語を作る」活動では、前段階で意識化された気付きから、さらに想像を膨ら
ませて1つの物語を創作した。「物語を作る」ことは、作品の鑑賞であり、子どもにとって
の創作、即ち表現である。続いて、作った物語を絵本にするために「絵を描く」活動を行っ
た。「絵を描く」ために、子どもは自らの中に蓄積された概念を用いると共に、再度「作品
を見る」ことを要請された。「作品を見る」ことと「絵を描く」ことを相互に繰り返しながら、
子どもは想像画を描きつつ、美術作品の持つ色彩や構図などにも自ずと注目していた。最後
に「絵本を作る」（製本）により、子どもの多様な表現が1冊の絵本となっていた。完成し
た絵本を見て、「いろいろな絵があるのがいい」と満足した様子で話した子どもがいたが、
互いの描画を鑑賞しあう活動にもつながるだろう。
（2）表現に現れる鑑賞の効果
　事例において、鑑賞と表現をつなぐ手立てとなったのは、「絵本制作のため物語を作る」「絵
本制作のため絵を描く」ことであることを踏まえ、再度子どもの表現を見てみよう。
　絵本作品1では、作品に描かれているものが、物語に忠実に反映されており、そこには水
面に「映る」という現象までも含まれていた。モネ『睡蓮』では、水面に映る樹木の影から
周囲の空間を想像し、想像によりその広がりを味わうことができる。一方、本事例において
子どもは、影から想像した樹木を、描画により表現することで、その広がりを楽しんでいる
と言えよう。モネは、生涯に多くの『睡蓮』を残し、時間に伴い刻々と変化する水面の一瞬
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の輝きを捉えようとした。子どもは、『睡蓮』のある1点を鑑賞することから、「映る」とい
う現象を通し、物語と描画の中にモネが捉えようとした時間に伴う水面の変化までも取り込
んでしまった。ここにモネの表現の本質を鑑賞し味わいながら、自らの想像と表現に生かそ
うとする子どもの姿がある。
　絵本作品2では、作品に描かれている睡蓮の株と色彩が、描画に反映されていた。物語の
展開上活躍する生き物は、概念で描かれていたが、それらを取り囲む池の風景は、株の配置
や水の色彩など、作品（複製画）を繰り返し見ながら描いたことが分かる。ここにも、鑑賞
と表現を行き来する姿が見られる。
（3）保護者と共に活動する意義
　最後に、保護者と共に活動する意義について考えてみよう。本事例においては、子どもが
安心して活動するために、保護者の手助けが必要であったと考えられる。ワークショップの
会場は、ほとんどの子どもにとって初めて訪れる公共施設であった。同世代とはいえ学校と
は異なる参加者の中で活動するためには、保護者と共に居ることで安心して活動に集中でき
ていただろう。また、保護者にとっては、子どもの新たな一面を見る機会になっていた。想
像を巡らせながら描き続ける姿や、完成させようと努力する姿を見る機会になっていた。そ
のような子どもの姿を見ながら、共に絵本を作り上げる喜びを感じている様子だった。さら
には、家庭での造形活動の援助にもつながるだろう。製本にはダブルクリップなど身近な文
具を利用しており、家庭でも再現することができる。「製本の仕方が分かったので、家でも
絵本を作っています」という声を、後日聞くこともあった。このように、保護者が共に活動
することにより、学校や社会教育施設で経験した内容を、家庭においても再現・展開させて
いくことができる。鑑賞や表現が、一過性のものではなく日々の中で継続されることにより、
子どもの活動は豊かに発展していくだろう。
5．総括と今後の課題
　本論では、絵本制作のために物語を作り、絵を描く活動を行うことで、鑑賞と表現が相互
に関わり合い深まり合うことを確認した。事例としたワークショップには、他にも実践実績
があり、モネ『睡蓮』の他にも、セガンティーニや児島虎次郎などの作品を鑑賞している。
これらの美術作品をもとに絵本を作った場合についても考察することが、今後の課題である。
また、保護者と共に活動する意義についても、保護者が製作に携わらない場合などとの比較
により詳細に検討することも必要である。さらには、学校教育においての応用についても検
討すべきである。本論では社会教育機関と企業が連携協働し開催した絵本制作ワークショッ
プを取り上げているため、学校教育での実践と異なる側面がある。例えば、一定の時間内で
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成果物を完成させなくてはならないため、複数日にわたる連続した活動として設定できない
などの制約である。一方で、材料として子どもの描画をカラーコピー（カラー印刷）して使
用するが、学校では機器の調達や経費等から困難があると予想される。活動を学校教育の中
で同様に用いるのは難しいが、学校教育独自の工夫をすることで展開できるのではないかと
考えられる。それについて検討していくことも、今後の課題である。加えて、高学年を対象
とした場合はどのような効果があるか、高学年ならではの高次の鑑賞や表現につながる工夫
があるのではないかという点も検討すべきである。
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A Teaching Method of Art and Craft Linking 
Appreciation and Creative Expression:
A Trial Workshop of Making Picture Books for Parents 
and Lower Graders in Primary Schools
OKAYAMA Mari
Abstract:
The aim of this paper is to study a teaching method of art and craft combining 
art appreciation and its creative application for lower graders in primary schools. We 
used the case of running a workshop of creating pictures books. The children were 
asked to write an original story based upon their appreciation of a piece of fine art 
and to draw pictures to fit their story, thus making their own picture books. We 
analyzed qualitatively two such books utilizing Claude Monet's "Waterlily". As a result 
we were able to confirm that in the process of "writing an original story for a picture 
book" and "drawing pictures for the story" the children were going back and forth 
between their appreciation of "Waterlily" and their imaginative expression of it. Future 
studies are to use other works of art and to seek practical applications for school 
education.
